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2011.08.31

   日本に来て二日目、なかなかいい感じです。すべてが新鮮で、どこも緑にあふれていて、良い眺めです。日本の皆さん、よろしくお願いします。これからの生活が楽しみで
す。

馮 心鶴さんの日記



日本初体験

2011.08.31

昨日のお昼、東京に到着。飛行場を降りたつと、ムッとする熱気が襲ってきた。深く印象に残ったのは、美しい雲、そして清潔な街並み。
　昼ごはんは出なかったと思ってい
たら、後で知ったけれど、朝、食べた機内食が、この日の昼食だったとのこと。時差で１時間進んでしまったのがヘンな感じ。なんだかとても緊張する。（でも撮影クルーのみ
なさんは、大変だったですよね。飛行場を出たところから、ずっと私たちの撮影や取材をしてくれて、ありがとうございました！）
　 夜は日中交流センターの宿泊所に。一人
一部屋、しかもベランダまでついていて、なかなかいい部屋。埼玉は、昨晩雨が降ったので、ベッドに横になっていると、本当に「小楼一夜聴風雨」っていう気分に。
　今朝
は天気も良くなって、外ではずっとセミが鳴いている。うん、日本の夏ってなかなか詩的。でも、中国ではもう、学校が始まっている。これから始まる「素晴らしい日々」のこ
とを考えると、自分はなんてluckyなんだって、思っちゃう！
午後は池袋防災館を見学して、火災の際の避難や東京大地震を体験。それから地震の短い映像を見て、なんだか泣
きたくても泣くこともできない感じに。生命ってこんなにもろいものなのだと、災害の恐ろしさに泣きたくなるけれど、実際その状況になると、人って泣けなくなると思う。だ
ってやらなくちゃいけないことがあると泣いてなんていられない。自分や、他の命のためにも、怖くてもつらくても、立ち向かっていくんだと思う。防災意識はとても大切だ。
これからの中国にもこんな設備が増えるといいな。突然の災害に慌てず対応できるようにね。
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いいことはいつも大変

2011.09.09

　　いいことはいつも大変。これは中国のあることわざです（好事多磨）。たとえば、９月３日、貴田先生と私は松江に来るとき、まず飛行機は遅刻、そして乗っている時は台
風でずっと揺れて、松江に着いてすごく強い雨も降っていました。本当に大変でした。でも、学校の校長先生と教頭先生はみんなお迎えにきました。とても感動しました。ホス
トファミリのお母さんとお父さんもきました。お母さんはとても明るくていつもにこにこしています。お父さんははじめちょっと恥ずかしかったですが、とてもまじめな人で
す。本当によっかた！

　　９月４日はお母さんに連れてもらって、松江市でドライブしました。松江はあまり大きくないですが、ずいぶんきれいな町です。青空、白雲、新鮮な空気、素敵！料理もか
なりおいしかったです。松江に来て、本当にいいことでいっぱいです。

　　いいことはいつも大変。今ホストファミリのお母さんも校長先生もそのことわざを覚えて信じているようになりました。みなさんもそれを信じていつでも楽観的に生活しよ
う！

これは日本語で投稿されたものです
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Happy Teacher's Day!

2011.09.10

　　今日は九月十日で、教師の日です。日中交流センターの先生たち、おめでとうございます。いろいろお世話になって、ありがとうございます。日本の礼儀を教えてくれた塩
澤先生、かわいい後井先生、優しい丸山先生（先生の病気はもう治りましたか、お体を大切にしてね）、明るくておもしろい諸田先生、親切な林先生、私たちの日記を読んでコ
メントしてくれるまじめな有賀先生、街歩きに連れてくれた中川先生、そして天下のあらゆる先生、ご苦労さまでした。今日Happy Teacher's Day!

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



中華料理

2011.09.11

   松江で迎える２回目の週末、手続きもほぼすんで、生活のリズムもできてきました。

   午前中は家で宿題。古典はすごく難しくて、ずっととりくんでもさっぱりわからない。現代文のほうがまだ少しはわかるかな、なんて思って字書をひくと、もうお手上げ。フ

ウ、みんなにフンって笑われちゃうかも。 宿題が終わらないのは嫌だけど、しょうがないよね。

   でも午後は、ホストファミリーのお父さんとお母さんが、中華料理を食べに連れて行ってくれるとのこと。私の歓迎会ですって。うれしいな。宿題の悩みも忘れちゃう。レス
トランに行く途中、本屋に寄り道を。お母さんが、ここは松江で一番大きい本屋さんなのよ、ですって。コナンと「雪国」を買いました。家に帰ってじっくり読まなきゃ。

   ６時半、中華料理店に到着！飲みなれた中国茶の味にホッとします。まあ、ちょっと日本風ではあるけれど。

   麻婆豆腐，チンジャオロース、もう、おいしくておいしくて。お父さんとお母さんも中華料理が大好きなんです。

  いい日だったな。さあ、家に帰ったらまた古典をがんばらなくちゃ！
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ダンス部へ

2011.09.13

   今日の午前中、入部届を出して、午後からはダンス部へ！

  ダンス部の先輩はみんな親切です。部員には中国人もいます。昨日見学にいった茶道部と比べると、ここはすごく楽しい雰囲気です（茶道部の先輩方がお茶をたててくれる様
子は、優雅でかっこよかったけど、ちよっと堅苦しくて）。やっぱりここに入って正解。

  明日からダンスの練習が始まります。ダンスにかける青春、楽しみだな……
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松江を大好きに

2011.09.13

  松江に着いたばかりのときは、広々とした場所に人が少ししかいなくて、寒々とした感じをうけました。でもすぐにこの心落ち着く静けさの中に雅を感じ、喧騒とは無縁の素
晴らしい風景に心打たれるようになりました。

  私が好きな松江の水辺の風景は、いつもキラキラ輝くさざ波が立ち、夕日の時には水面を照らし、その美しさは何にも例えられません。

 私が好きな松江の雲は、青空にぽっかりと浮かび、あまりにもかわいらしくて、そのふわふわとした雲に手が届きそうです。

  私が好きな松江の人々は、知り合いでなくても、道で会うのもご縁と、優しく挨拶の声をかけてくれます。ホストファミリーのお父さんお母さん、学校の先生や同級生、みん
なとても親切です。どこにいてもみんなに助けてもらい、まだよくわからない外国にいるのに、異国にいる寂しさを感じません。

  学校から家まで帰る細い道も大好きです。田畑の間をくねくねと曲がり、周りは山に囲まれ、夜は風が吹きぬけ、霞が流れてきます。つい歌を口ずさんでしまいます。自然の
中でありのままの自分に戻れます。

  これが松江です。きれいで、純粋で、自然で、親切で、松江に来たら、だれもがここをいっぺんに好きになるはずです。
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制服の写真アップ

2011.09.15

   松江市立女学校は、期待していたセーラー服じゃなかったけれど、清潔でスカートの色もきれいでなかなかいいですよ。しかも制服がない学校もあるって聞くので、制服があ
るだけラッキーだったかな。学校の制服の写真、アップしますね。へへ、みてください……
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小テスト

2011.09.17

    昨日国語の古文の小テストがあった。漢文を日本語に書き下す形式だったんだけど、なんとわたしは一箇所だけしか間違えなかったの（仮名にするところを漢字にしちゃっ
たんだ）。でも重要な間違いではなくケアレスだったので、ある意味では満点かな。すごい嬉しかったよ。こっそりと自慢——どうやらようやく国語の古文に慣れてきたようで
す。それに初めて日本で満点をもらったっていうのは、自分の日本語学習に対しても更に自信がついたし。でも実際翻訳っていうのも規則性があるんだよね。問題用紙の原文に
その印があるから、その規則さえ見つけられれば、すぐに解けるよ。

   だから“世の中に難事はなくこつこつやれば必ずやり遂げられる，ただ心がけ次第である”，この言葉を、自分と、色々なところで頑張ってるみんなに捧げたいと思います！
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運動会！！！

2011.09.18

   今日は松江竹矢地区の運動会（つまりうちの区の運動会）だった。家からそんなに離れてないところにある竹矢小学校でやっていて、hostfamilyのお父さんは三種目に参加し
た。年齢の上ではもう60を過ぎているけど、動いてる姿は若い人にも負けず劣らずだったし、なにより意気込みがすごかった。

   お昼はhostfamilyのお母さんに習ってお父さんにおにぎりを作ってあげたの。初めて作った割には、綺麗な三角形のおにぎりが作れて、happy！

   予報では雨が降るって言ってたけど、多分空も運動会のスムーズな進行を邪魔したくなかったんだろうな。結局運動会が終わるまで一滴も降らなかったんだよ。

   残念なのが、hostfamilyのお父さんのレースを見るために長い間待っていたのにも関わらず、走るのがあまりに速かったのと、人がたくさんいたせいで、あまり注意して見れ
なかったし、写真も撮れなかったこと……  でもそれでも、今日は収穫がたくさんあった。初めて日本の運動会では年齢に関係なくリレーをやるということを知った。年寄りの
方も子供も中学生や、成人と同じコースを走る。それに勝ち負けは関係なく、コースに立っていれば勝者と見なされる。大事なのは結果よりも参加した過程なのだ。その過程の
中でみんなは全力を尽くし、チームワークを発揮し、過程の中で怪我や、失敗があっても、最終的にはお互いに気にかけ合い励まし合い、本当にすごく暖かい運動会だった。


    わたしが松江後学校の運動会に来たときにはもう終わりに近かったから、参加できなかったんだけど、11月にはマラソン大会があるらしいから、そこで頑張ろうと思
う。，“強い精神力に、強い身体”，スポーツは体力だけでなく、同時に精神力もためされているんだ！
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感動

2011.09.18

   ずっと書きたかったんだけど、なかなか落ち着いた時間がとれなくて。とりあえずゆっくりとこの日記を書いていくとします……

   今週の金曜日に学校で授業を受けてるときに突然窓の外で雨が降り始めた。それがまた激しくて、部活が終わってからも止む気配がなかった。わたしは傘を持っていなかった
し、しかも帰りは自転車に乗らなきゃいけなかったから、きっと今日はずぶぬれだろうなと思ってたの。

  多分雨が降ってるせいだと思うんだけど、天気がすごいどんよりと薄暗くて、電車から降りたときにはもう真っ暗になりそうだった。雨はまだ降ってるし、どうやって家に帰
ろうか途方にくれていたとき、ふと顔を上げると待合室の中にhostfamilyのお父さんが立っているのが見えた。わたしがびっくりしてるのを見つけるとお父さんは笑って、それ
からわたしに車に乗るよう言ってくれた——自転車で家まではそんなに遠くないんだけど、それでもhostfamilyのお父さんはわざわざ駅までわたしを迎えに来てくれた。それが
すごく嬉しくて、なんか急になんて言ったらいいかわかんなくなっちゃって、ドアのところでしばらくぼーっと立ち尽くしてしまった。少ししてようやく搾り出した言葉が“自
転車がまだ駐輪場に止まってるし、雨もそんなに大きくないし、やっぱりわたし自転車に乗って帰ります”。でもhostfamilyのお父さんは何も言わずに駐輪場から自転車を運び
出すと、すごい苦労して車の中に詰め込んで、それからもう一度わたしに車に乗るよう言ってくれた。

   道中何回もありがとうを言った。でもそれでもまだ足りない気がする。不意に自分は日本で本当に一人きりじゃないんだなって実感が沸いた。わたしは家族も家族の愛もある
幸せな子供なんだ。わたしが：“これから雨が降ってるときはそんなに大きくなかったら自分で自転車に乗って帰れますから。そんなに遠くもないし、車で迎えに来てもらうの
はあまりにお手数だから。まだご飯も食べてないでしょ……”と言ったら、hostfamilyのお父さんはまるで子供のような口調で“だから、心配だもん。もう真っ暗なちゃった……
（だけど、心配なんだよ。もう真っ暗になっちゃったし……）”と。それでまた何も言えなくなっちゃった。

   Hostfamilyのお父さんは普段はあまり話が多い方ではないんだけど、毎朝わたしのために重たい自転車を玄関まで運んでくれるの。わたしの毎日の下校時間や部活があるか
どうかも覚えていてくれてるし、毎週土曜日にあテレビのチャンネルをわたしの好きなコナンに合わせてくれる……ここで改めてお父さんにありがとうと言いたい。けれど“あ
りがとう”という言葉じゃこの気持ちは表しきれない。もしかしたら“おとうさん”という言葉のほうがもっとこの感謝の気持ちをよく表せてるかな？
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りんごケーキ

2011.09.19

  今日は敬老の日。午前中にhostfamilyお母さんと一緒にケーキとお寿司を作りました。hostfamilyおじいちゃんとおばあちゃんに持って行ってあげるんだ。

 ケーキを自分で作るのなんて初めて。ケーキはお店で買うものだと思っていたから、家で作るケーキはまた違うんだって知らなかったの。お店のケーキよりずっとずっと、お

いしい！

  私とhostfamilyのお母さんとの傑作です——りんごケーキ！みためはお店のよりは劣るけど、味は最高。バターの芳醇な香り、それにリンゴの甘酸っぱさ、もうカンペキ！で
もリンゴを入れすぎちゃったので（リンゴパイ状態）、写真をとったらすぐに“ワッと”くずれてきちゃった。でも真っ赤なリンゴの皮がちょっとのぞいているのって、それもカ
ワイイよね。

  すごくがんばったので、ケーキを作るのも、食べるのも、おいしく楽しい経験でした。
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先生、すみませんが、操作が間違ったですから、二つの同じ日記を発表してしまいました。先に発表した日記は間違ったところがあ
りますから、消してもいいですか。

2011.09.19

どうやって先生にコメントできるのがわかりませんから、日記にしました。この日記も先生が消してくださっていいですか。迷惑をかけました、本当にすみません！

これは日本語で投稿されたものです
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お好み焼き、最高

2011.09.19

　今日はホストファミリのおとうさんとおかあさんに連れてもらってお好み焼きのレストランへ行きました。わたしはお好み焼きを食べるのは初めてです。とってもおいしかっ
たです。

　そして、たこ焼きも食べました。大阪しか食べられないと思いましたのに、松江でも食べられてうれしかったです。おかあさん、おとうさん、本当にありがとうございます
ね！！！

　でも、今心配していることはよくこんなにおいしい料理を食べたら太っていくかもしれません。

これは日本語で投稿されたものです
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ショッピングモールにて

2011.09.20

  今日は雨。外にはいけないので、hostfamilyのお父さんとお母さんが、ショッピングモールに連れて行ってくれました。にぎやかだったし、思いがけない発見もたくさんあり
ました。

 まず、日本のお店の品物の豊富なこと。特に文房具屋や髪飾りなんかの小物類。種類も豊富だし、カラーもたくさん。それから、日本の洋服って、中国のとはデザインが違う
よね。制服っぽいのが多くて、可愛いな。

  今日、そこで学校の同級生にばったり会ったんだけれど、彼女はお化粧して、服装も大人っぽくて、学校にいるときと全然違うから、はじめは誰かわからなかったよ。なんだ
かへんなかんじ。日本の女の子って大人みたいなスタイルが好きなのかな？中国では子供らしくしている方がいいんだけれど。……

  最後に、hostfamilyのお父さんがペットショップに連れて行ってくれました。可愛い動物の写真、アップするよ。癒されてね。
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バスケの試合

2011.09.20

  もう、うれしくて、うれしくて。だって今日は体育で、バスケの試合に出られたの。これまでの2週間は、運動着がまだもらえなかったので、見学するしかなくて、でも今日
やっと運動着がもらえたんだ。

  もちろん“女子チームの”試合だけど、ゲームの迫力は男子チームにも負けてない。中国でお父さん、おじいさんにバスケは鍛えられていたから、初めての試合でも、すんなり
溶け込めたよ。

 正式な試合ではないので、時間は短め。でも、今日の授業で2ゲームできたんだ。へへ、ちょっと自慢していいかな。そのうちの1ゲームの2ゴールは、全部私がシュートした
の。ゲームは引き分けだったけど、これってすごいでしょ。思いっきり力を出し切ったし、みんなとのチームワークもよかったんだ。でも何よりもの収穫は、バスケの試合のお
かげで、やっとこの日本のクラスの一員になれたってこと！

 今度の体育もまた、がんばるぞ！
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松江を一望

2011.09.24

  松江では珍しい晴天。ホストファミリーのお母さんと一緒に山に登って松江の景色を一望したよ。

 とても澄み切って、綺麗な松江の空と雲。海のような、滝のような松江の草木。流れる美と流れる月日。目の保養にも、心の保養にもなるね。
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鏡の池

2011.09.24

 松江の景色を一望した後は、八重垣神社へ。ここは、大蛇を退治した素盞嗚尊（すさのおのみこと）と稲田姫（いなたひめ）が新居を構えた場所であることから、縁結びの神
社として知られているんだ。神社の中には「鏡の池」があって、硬貨を紙片に浮かべて、それが水に沈む速さで縁を占うコイン占いもあるんだよ。

   私は占わなかったけど（今のところ占う必要もないし）、写真を見て一緒に鏡の池に祈願をした気になってみて。

入口：

木の模様：

観光地紹介：

縁占い：
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大木：



海

2011.09.24

  午後はホストファミリーのお母さんと日本海沿岸をドライブ。生まれて初めてこんな青い海を見たよ。どんな言葉で形容したらいいのかも分からない。只々、美しい。

   突然“海天佛国”と呼ばれる中国の普陀山を思い出した……

   ここでちょっと宣伝を。皆旅行する機会があったら、是非一度松江へ！買い物天国ではないけれど、間違いなく自然の天国だよ！

   帰りに本庄を通って、地元特産の柿味のアイスクリームを食べたけど、とても不思議な味。そして不思議とおいしい。コーンの中にアイスがびっしりでお得だしね！
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試験後

2011.09.30

  最近は中間テストがあったから、ちょっと忙しくて、日記が書けなかった。みんなごめんね。今からここ何日かで感じたことなんかをまとめて書いていきます~

  9月26日、試験一日目、かなり緊張気味。科目は英語のグラマーと現代社会。英語はまぁまぁいい感じ。現代社会はほぼ勘でいった（答えが分かりそうなやつは問題文が分か
らなくて、問題文が分かったやつは答えが分からないみたいな）。でも先生が分からなくても何かしら書いておきなさいっていってたから、それはやり通そうと思って、白紙の
答案は出さなかったんだ……へへ。

  9月27日は、郷土理解と古文。郷土の方は半分くらいが全然習ってない範囲で、しかも方言も試験に出たから結構大変だった。方言はホストファミリーのお母さんから一言教
えてもらってたんだけど、まさかほんとに試験に出るとは思わなかったよ。、古文は教科書に載ってない読解問題がやばかった。でも幸運なことに漢文の読解もあったから、基
本的に全部書けたよ。午後はホストファミリーのお父さんと一緒に郵便局に行ったんだけど、そこでコナンの切手を発見したの。すごいよねぇ、アニメ作品も切手になるなん
て！

  9月28日は、日本語能力試験の申し込みをしに行った。郵便局のおじさんがわたしのこと可愛いって褒めてくれて、しかも飴もくれたんだ（ちょっとナルシストっぽいけど、
実はみんな可愛くて、手続きに来た人はみんな飴がもらえるんだよ）。嬉しかったなぁ！午後はホストファミリーのお母さんのお友達さん——バイクが大好きだというすごくか
っこいいお母さんが家に遊びに来て、みんなで一緒にたくさんおしゃべりをした。日本の警察の白バイ写真も見たんだけど、かっこよすぎる！

  9月29日は、忙しくて緊張した一日だった……午前中に3科目試験を受けて、お昼も落ち着けないままホストファミリーのお母さんが作ってくれたおにぎりを慌てて食べて、そ
れから校長、福島先生、貴田先生と一緒に松江教育委員会に行った。なんでも教育長の方はもともとうちの女子校の校長だったとかで、わたしにすごく親切にしてくれて、また
たくさんお話をした。教育長がわたしに日本に来てから一番不思議に感じたことはなんですかと聞いてきたので、わたしは日本の学校では副校長のことを“教頭先生”と呼んでい
るけれど、中国では教頭は古代の軍隊において武芸を教える教官を指すのだということを言った。松江に来て1日目、先生に教頭先生が駅まで迎えに来てくれると聞いたときわ
たしの中で最初に思いついたのが《水滸伝》の中の林教頭だった。その後教頭が副校長を指すんだっていうことを知った。わたしが言い終わると、みんなびっくりしながら笑っ
てた。来る前は教育委員会なんてきっと厳粛な雰囲気だろうなと思ってたけど、まさかこんなリラックスした感じで楽しくしゃべれるなんて。良かった！

  確かにちょっと忙しかったけど、それでも毎日すごく楽しかったよ！
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乗り過ごした……

2011.09.30

  今日はほんとにちょっとおかしくて、国語の現代文の試験であの読解2問につまずいてからずっとなんか調子が悪い。

  そんなわけで、ダンス部の最初の練習（ダンス部に入ったときがちょうど試験一週間前だったから、部活がなくて、正式に活動に参加したのは今日が初めてだったの）で、て
んてこ舞い——という言葉の意味を深く理解した。身体はついてこないわ、動きはぎこちないわ。こんなんじゃ、もし研修のときにみんなに披露するとしたら、家で猛練習しな
きゃだよ~

  それから、初めて電車に乗って乗り過ごしちゃったの。しかも下りなきゃいけない駅がゆっくりと遠ざかっていくのをこの目で見ながら……なんでこんなことになったかって
いうと、日本では電車を下りるとき自分でボタンを押してドアを開けなきゃいけないんだけど、今日は何故か何回押しても開いてくれなくて、しょうがないから次の駅で下りる
ことにしたの。もう一度切符を買って30分くらい待ってやっと電車に乗って家に帰れた。その後ホストファミリーのお母さんにお願いして駅に電話してもらってやっと分かっ
たんだけど、電車によっては乗ってる人が比較的少ないから、運転手に一番近いドアだけしか開かないようになってるんだって。

  そこで心連心で電車通学してるみんなにも注意しておくね。まずどのドアから下りれるのか最初に確認してから電車に乗ること。そうじゃないとわたしみたいに乗り過ごしち
ゃうからね。確かに道中風景は素敵だったけど、でもほんとにすごく大変だったから……
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松江城大茶会

2011.10.02

   嬉しかったな！！！今日は、朝からhostマザーに日本三大茶会のひとつ、松江城大茶会につれていってもらいました。普段は味わえない雰囲気で、収穫もたくさんありました
よ~

松江城外：

そびえる天守閣：

大茶会へようこそ！

 今年は松江開府400年の記念祭、今年、松江にこられて、良いタイミングでした。これもご縁ってことかな~
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次に茶会の会場に入ります~

初手は：羽楽流  点心：彩雲堂

茶具：

この茶道具は中国から来たんですって~

出雲の方言で、“だんだん”は“ありがとう（谢谢）”という意味です。

茶桌：



かわいい点心と煎茶~

二手：不昧流  点心：桂月堂

正当なお抹茶：



最終手：表千家  点心：一力堂

 興奮して、たくさん写真のせちゃいました。日記を書くたびに、すごく幸せな気持ちになれます。なんだか自分がガイドになったみたいで、住んでいる場所の文化や人々をみ
んなに紹介したいんです。ほとんどが、その場その場で知ったことばかりですが、どれも素晴らしいものばかりで、ワクワクします。これを見てくれた人が、ホッと癒されて、
松江のことを好きになってくれるといいなって思っています！





千里の目を窮めんと欲し、最高層に登る

2011.10.08

  今日はホストファミリーのお父さんと松江城へ行った。昨日のマラソンの練習やら、ダンスやらで全身筋肉痛だけど、この機会を逃したくなくて、気合を入れて天守閣に登っ

たよ。  

  松江城には、千鳥城という別名もあるんだ。……写真の三角形の屋根は“千鳥破風”といって、美しい造形を生み出す要因の一つになっているんだよ。

 頂上の両端には、木製のシャチホコがあって、木製のシャチホコとしては日本に現存する中で最大のものなんだって～。

松江舞姫隊：
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 お城の中にはたくさんの武具が展示されているの。百年前の威風がまだ残っていたよ。 ……

弓：

刀：

松江を一望！



   高いところで遠くを眺めると、心が晴れ晴れするね。

   中国の古い詩に：“欲穷千里目，更上一层楼（千里の目を窮めんと欲し、更にのぼる 一層の楼）”というものがあるんだ。でも、松江城の天守閣は違う。場内ではほとんど遠
くは見えなくて、一番高い一層に登ってはじめて千里を眺めることができるんだ。松江城で千里の目を窮めんと欲するなら、最高層に登らなきゃ！

 



大学祭

2011.10.10

   私がここに来た時には、学校の文化祭は終わっていましたが、島根大学の大学祭に行ってくることができました~この三連休、hostマザーのお友達とお子さんと一緒にいろい
ろ出掛けたんですよ！

   大学生活ってやっぱり華やか。同級生同士で、屋台ストリートをつくって、そこで自分たちで作って、売っています。安くておいしかったですよ。そんなに長くいられなかっ
たので、全部は食べられなかったけど、見ただけでもどれもおいしそう。とくにバナナチョコ、可愛すぎです。各屋台の“店長”は、一生懸命呼び込みをしています。あちこちか
ら呼び止められて、いかがですかって言われると、つい、財布のひもが緩んじゃいます。……

   大学祭での一番人気はお化け屋敷です。怖いけれど、好奇心に負けてはいってきました。でも私は中でずっと目を閉じて耳を塞いで前の人にぴったりくっついていたので……
垂れ下がってきた布にくっつきそうになった以外、なにも見えませんでした。でもお化け役に扮した大学生——おとなしいお化けで、声を出すだけで、触ってはきませんでし
た。お化け屋敷の出口前で、外の光りを頼りに中をもう一度振り返ってみると、死人のマスクをかぶった大学生たちがみえましたが、もう全然怖くありませんでした。

   これ以外にも、校内でチャイナドレス姿のきれいなお姉さんや、着ぐるみ姿のお兄さんももみました（許可が取れていないのでここにはアップできませんが）。……島根大学
の人気のバンド、陶芸教室、大学生活のバリエーションの豊富さにはあらためて驚かされました。自分の三年後の大学生活も楽しみになってきましたよ~

  夕飯は回転寿司へ。コナンでみたのとおんなじで嬉しかったです。~たくさん食べて、お皿の山……
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  これは茄子のお寿司。茄子ってこんなにきれいだったんですね。……



折り紙

2011.10.15

　学校の家庭科は本当にますますおもしろくなりました！いまは子供の成長期について習っています。意外なことに先生は授業中に子供の読む絵本を持ってきてみんなに読んで
くれました。みんなまじめに聞いて、物語に陶酔してまるで子供時代に戻りました。

　そして、子供の遊びについて勉強する時、先生は色紙も持ってきて、みんなで折り紙をやらせました。作り方が書いてあるプリントにしたがって楽しんでかわいい折り紙を作
りました。

水色の鳥：

パンダ！

　前の家庭科には子供の抱き方、味噌汁の作り方も勉強したのです。家庭科は教科書の勉強だけではなくいろいろな能力を育てて生活に役立つものを教える科目だということを
強く感じました。毎週の家庭科、頑張ろうと思います！

これは日本語で投稿されたものです
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前夜祭

2011.10.16

　昨日は松江の大切な行事ーーどう行列の前夜祭でした。hostおとうさんに連れてもらいました 。人がたくさんいて、とてもにぎやかでした。

みんな一生懸命太鼓をたたいていました～

意外に英語の先生に会いました、うれしかった～

先生もどう行列に参加しました。よく頑張りましたね。
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因みに、先生はアメリカ人です。ちょっと子供っぽくてかわいいです。

　先生のおかげで私も太鼓をたたいてみました。でも……なかなかうまくできませんでした。笑～

　前夜祭でいろいろなおやつも売っていました。わたし、栗饅頭を食べました。ちょっと高かったけど、おいしかったです～

　後で少し雨が降りました。でもみんなはぜんぜん休まなかったです。依然にやる気満々に太鼓をたたいていました。見ている人もその熱心な精神に感動しました。

これは日本語で投稿されたものです



水燈路

2011.10.16

　前夜祭に行ったとき、松江城の周辺の水燈路にも寄りました。暗闇に光っている水燈は本当にきれいでした。

　出雲弁で書いてある提灯：

　内容は「女の子、お母さんのお手伝いをしなさい」っていうことをおとうさんが教えてくれました。不思議でしょ。私はぜんぜん分かりません～

はすの花の提灯：
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橋：

いろいろな提灯：



中国の元宵節を思い出しました～同じく提灯の飾り。でも何とか違う感じ、違う美しさが感じました。

これは日本語で投稿されたものです



フリマのボランティア

2011.10.17

   昨日は松江市国際交流会館で行われたボランティア活動に参加してきました——留学生のためのフリーマーケットです。

  まずはいろいろな商品：

この自転車の値段はいくらでしょう？

 

答えは、500円！！！

   でもね、不思議なの。この値段でも売れなくて。他にも1円のお箸とか、５円のお盆（セットで）、5円のカバン、１０円の電気スタンド、１０円の炊飯器、1000円のベッ
ド……一緒に来たボランティアのコは、タダみたいなもんだよねって~

 でもこんなフリマは、日本に来ている留学生にとってはすごくありがたいです。国際交流会館には感謝~

 会場は大盛り上がりで、みんなてんてこ舞いです。 日本語がまだよくわからない留学生には英語で対応を。中国人留学生にもたくさんきていました。みんな親切で、私の日本
語を聞いて、日本人だと思っていたって言ってくれましたよ。感激~中国語で話しかけたらびっくりされちゃいました：“へえ、中国語、うまいですね。中国語を勉強している
んですか”って。

  でも初めてのボランティアではこんな困った点も。

   ①中英日語がまざっちゃう。英語でも中国語を話しているときでも、日本語が混ざってきちゃうんです。でも日本語で話しているときは中国語は混ざらない。ヘンだよ
ね。……だからお客さんにする説明が長くなっちゃうことも；②お客さんはすごく多いんだけど、ボランティアの数が少なくて、一人で何人ものお客を相手にしなくちゃいけな
い。しかもみんないろいろ買っていくので、おつりを渡したり、こわれものを包んだり、袋をわたしたり……もう大忙し。お客さんもわかってくれているから、なんとか任務を
無事、終えることができました~

  これからも学校を通じて、いろいろなボランティア活動に参加します。楽しみだな……
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Mini　Chess１

2011.10.25

Mini　Chess。いったいどうしてその名前をつけたか私は今でも分かりません。英語キャンプ——そう理解するかもしれません。クラスのみんなを集めて、島根県立青少年の家
で二日間泊まって、その間にさまざまな英語に関しての活動を通じて日常的な英会話能力の高めるようにするということです。Mini Chess、本当に楽しい二日間をくれました。

１０月２１日、松江宍道湖温泉駅出発！

クラスメートはみんなたくさんの荷物を持っていましたが～私の荷物、確か一番少なかったのです。

やっと着きました！

楽しみにしてる～
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まず青少年の家の管理員さんはここのルールと生活上の注意するところを教えてくれました。

それからすぐ始まります～

先生たちは何をしていますか？これは喧嘩じゃありませんよ。ゲームです。みんな丸を立って、向こうの人と一つの手をつないで、違う人ともう一つの手をつなぎます。そし
て、手を放さないでまた丸を立ってみます。先生は六人だけですぐ成功しました。でも、私たちのグループは１０人も……なかなか丸に戻れなかったです。最後に先生の指示に
したがって……カンニングしました～手を放して、丸を立って、また手をつなぎました。（笑）

その後、食堂へ行きます！

おいしい昼ごはん：

午後はグループ活動です。全部四つのグループでそれぞれ四国の紹介を準備して、小さな劇を作ります。私たちのグループはイギリスでした。劇にはガイド二人、観光客二人、
イギリスの有名人四人います。私の役はイギリスの有名人でした。だれでしょ？次の日記に書きます～

みんな自分の役についてまじめに準備しました。

夕方も活動——怪談～～～日本の怪談を英語で話しました。グループでとっても怖い絵をいっぱい乗せたパワーポイントを作りました。でも、わたし、怖い写真、撮らなかった
です。

夜はグループのメンバーと一緒に初めて和室で寝ました。



ちょっと不思議な感じをしました。でも楽しい夜をすごしました。消灯後友達とたくさんしゃべったりしました。そして先生は自分で食べ物を買っちゃはだめって言いましたけ
ど、ほとんどみんなこっそり自販でアイスクリームを買って食べました。普通のアリスクリームでしたが、あの夜ことのほかおいしかったです。友達とアイスクリームを持って
こっそり部屋へ走って戻る場面は今も忘れられないです。

これは日本語で投稿されたものです



Mini　Chess2

2011.10.27

   では二日目のMini-Chess～

　起床時間は６時半でしたけど、ほかの部屋の友達は興奮していたせいか５時半に私たちのグループの部屋へ来て挨拶してくれました！！！T-T意識がぼんやりしている状態に
友達に「今おはようって言う時間じゃないでしょ。おやすみなさい」っていて、また寝ました～

　６時半起きて、部屋チェックを受けて、朝ごはん。

　朝の活動はまず手仕事でした。私たちのグループは長い歴史を持つ帝国のイギリスについて紹介するのでみんなで王冠を作りました。

　出来上がった作品：

　そして、劇のためにビッグベンやイギリスのお土産の模型を作りました。

　それから、音楽の活動が始まりました～

　音楽の先生はアメリカ人で、すごく子供っぽくて男の子みたいでした。先生は中国語を勉強したこともあるそうです。でも会話はまだできなさそうでした。私たちは自分が表
したいことを英語で先生に言って、意外に先生はそれによって歌詞を書いて、歌を作りました！そして、先生はギッターを弾きながら上手に歌ってくれました。みんなとっても
先生に感心していました。

　午後はとうとうよく準備した劇の発表！

　役の表：

　みんな気づきましたか？一番下に私の名前の前に書いてあります——Hermione Grange！そうそう、ハリーポッターの中の主人公の一人です。魔法使いになる願いを満たし
てくれて本当にうれしかったです！しかも、私たちのグループにはすごい人でいっぱいでしたよ。スパイの００７、サッカーの名人のBeckham、そして、女王様もいました。
男性の名人がいたけど、全部女の生徒が演じました！ですから、劇は大成功でした。それに記者さんも私たちの劇を気づいたそうで取材しました！

　劇の発表が終わってからグループの賞品を授与してみんなで写真を撮って二日間のMini-Chessはこれで終わりました。みんな美しい思い出やたくさんの成果を持って帰りま
した……

これは日本語で投稿されたものです
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ハロウィーン

2011.11.02

　最近ロードレースの練習と学校のオープンスクールでのダンスの出し物の準備で忙しいですから、あまり日記を書いていなかったです。すみません～

　知らないうちに日本へ来てもう二ヶ月経ちました。やはり時間が速いものですね～

　昨日アメリカ人の先生は授業でハロウィーンの活動を行いました。先生たちは魔女の服装を着ていてとてもかわいかったです。教室もくもの巣とかカボチャなどが飾ってあり
ました。本当に工夫してハロウィーンの雰囲気をよく作りました。

　ゲーム時間～

　私はジャンケンで勝ったのに先生はみんなで勝った人をミイラに変装してくださいって言いました。 そして、わたし、みんなにティッシューベーバーで包まれました。暑
くて、ぜんぜん動けませんでした。最後に頭まで包まれました。何も見えなくなったけど友達の笑い声がよく聞こえました。ずっと。ちょっとティッシューで包まれる感じが嫌
でしたが、みんな丁寧にしてくれて、わたしも気にならないで笑いました。もう友達だからね。

　それからは、見ないでカボチャの顔に鼻を張ってやるゲームです。でも、私たちのグループには正しい位置に張った人は一人もいなかったです。ゲームが終わる時、カボチャ
の顔はいろんなおかしいところにある鼻でいっぱいになってしまいました。まあ、重要なのは参加することですね。みんな喜んでいて楽しい時間を過ごして何よりです！

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



遠くにみえる

2011.11.03

遠くに見える山は、大山っていう名前。見る角度によっては、富士山みたいに見えるんだ。

この時は、大山の紅葉はまだだったけど、にじみ出る美しさは、隠しきれないね。

くねくねとした山道を車で登っていくと、そのうねりの間にきれいな景色がちらほらと。

馮 心鶴さんの日記



未知の美しさ。山間の素晴らしい風景。

さあ、次はどんな素晴らしい風景にお目にかかれるのかな。……

ヒスイ色の流離……

すっぽりと雲に覆われた山頂……



美しい風景に、霞ががかかってゆくように……

大山って、眼にも、心にも保養にもなるね。

いつまでも見飽きることのない、時間がたつのも忘れてしまいそう……



誕生日

2011.11.07

4日はわたしの１６歳の誕生日でした。本当にsurpriseがどんどん出て来た誕生日でした。

朝学校へ行って、教室に入ったところで、クラスメートは大きい声で「心ちゃん、お誕生日おめでとう」って言ってくれました。みんな私の誕生日を覚えてくれてとってもうれ
しかったです。でも、それだけじゃなく、友達はプレゼントまで用意してくれました。かわいいkittyちゃんのストーンつきシールをもらいました～

夜ダンス部の練習でバスに間に合わなくなっておとうさんが迎えに来てくれました。帰る途中でおとうさんはおかあさんがわたしの誕生日パーティーをやって、友達も招待した
ことを言いました。その時すぐ涙がこみ上げるようになりました。初めて外国での誕生日、たぶん一人で静かに過ごすだろうと思いましたけど、誕生日パーティーなんてぜんぜ
ん思わなかったです。興奮、感動、感激、それとも……微妙な気持ちで胸がいっぱいになりました。

でも，すぐ頑張って涙を抑えて……おとうさんは「さあ、誰が来るかな、当ててごらん」って言いました。はじめに思い出したのは、もしかして交流センターの先生が来てくれ
たのではないでしょうか。でも違いました……お父さんの神秘的な様子を見て一生懸命考えましたが、なかなか分からなかったです。

胸がどきどきしていてとうとううちへ帰りました。意外なことにこの前大学祭に連れてくれた亮介君とご両親が来ました。そしておかあさんはご馳走だけでなく、手作りのフル
ーツケーキも準備してくれました！ケーキの上に、十六本のろうそくが暗闇で輝いていました。ほんとうに言葉で表せない幸せな瞬間……

ろうそくを吹いてそろそろバーティーが始まりました。みんな食べながらいろいろとおしゃべりしました。おかあさんは中国の習慣にしたがって、ラーメンも用意してくれまし
た。目のふちが涙にぬれていたわたし、たくさんの「ありがとう」を言っていてもやっぱり足りないと思いました。ホストファミリーのおとうさんとおかあさんはまるで本当の
家族のような気がしました。

お母さんとお父さんからのプレゼントはかわいいお洋服でした。亮介君は手袋とピンをくれました。今回の誕生日パーティーも手袋のようだと思っています。手袋の英語は
gloveです。わたし、ずっとそれをgive loveの略だと思っています。そう、LOVEをもたらしてくれた誕生日パーティー……

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記





校外学習

2011.11.09

　クラスには郷土理解っていう科目があって、島根の地理や観光などを教えてるんです。それで、みんなが地元でもっと実際に深く勉強できるために大体二ヵ月ごと、一度校外
学習が行われています。今回の校外学習は宍道湖自然館と出雲弥生の森博物館へ行きました。

　まず、宍道湖自然館～

　宍道湖は日本で第七番目大きい湖です。水産産業はとても発達しています。

砂に姿を隠している魚。すごいでしょう～

不思議な大自然はいろんな不思議で美しい生き物を育てました。

馮 心鶴さんの日記



　自然館には親に連れられてきた小学生もたくさんいました。小さいごろから自然と付き合って本当にいい勉強になれると思います。もちろん私たちもいろいろ勉強して、いい
経験を取りました。

　それから、出雲弥生の森博物館～

　そこでみんな勾玉を作りました。

　道具：

出来上がった勾玉～

　勾玉は古代出雲でとても貴重な飾りです。今、出雲の旅の貴重な記念品となって、みんな大切にしています。

　次回の校外学習も、楽しみにしています～

これは日本語で投稿されたものです





デビュー＆猫みみ

2011.11.12

　先週の土曜は学校のオープンスクールでした～

　その日、たくさんの中学生が学校へ来て部活や学校の設備などを見学して来年高校に入る時この学校に入るかどうかの参考になるそうです。

　中学生たちに学校の宣伝をするためにすべての部活のメンバーは工夫して、いろんな出し物を準備しました。もちろんダンス部も～

　わたし、ダンス部に入ってからもう二ヶ月経ちました。でも、みんなと一緒に正式の発表によって踊ったことはそれまでまだありません。だから、今回はデビュー。そして、
チャレンジ～

　ダンス部の出し物は吹奏部の後でした。私は二つのダンスを踊ることになりました。その中の一つの道具は超かわいい猫耳でした。

　デビューだから、登場する前にちょっと緊張しました。でも、みんなから、励ましてもらいました。｢心ちゃん、頑張って」って言う言葉はこだまのようにずっと聞こえてい
ました。（前に言い忘れました。わたし、松江でみんなから心ちゃんって呼ばれていますよ。たしか｢名探偵コナン」の主人公の工藤新一のお母さんも彼のことを新ちゃんって
言っています。漢字が違うけど、格好いい名前でしょう。わたし、大好き～）みんなの応援で、胸がどきどきしていても全部の動作をちゃんとできました。

　二ヶ月も練習したダンスは舞台で踊る時間は本当に５分もないです。でも、その短い時間のためにいくら練習しても値すると思います。これからも、ダンス、頑張ろう～

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



地震

2011.11.21

　今日は日本で始めて地震にあいました。午後１９時１６分、震度５弱、震源広島。広島の友達、大丈夫ですか？テレビニュースの画像によると、広島は強い揺れだったそうで
す。

　地震が来た時はちょうどおとうさんと夕飯をしているところでした。急に揺れを感じて「地震だ」と思いました。でもまだ地震っていう言葉を口に出さないまま、うちのテレ
ビがすぐ鳴り出しました。そして、テレビでやっていたニュースは地震速報に変わりました。しばらくして各地の震度も出ました。すべての情報が出るのは一分間もかからなか
ったと思います。さすが日本！そんなスピード、本当にすごいなあと思っています。

　初めてだから、わたし、地震だと分かったらびっくりしてすぐテーブルの下に入ろうとしたかったです。でも、おとうさんはすーごく落ち着いていました。茶碗をもって、ニ
ュースを見ながら冷静な声で「大丈夫」ってわたしに言いました。そして私のあわてた顔を見て笑いだしました。

　そう、地震が怖くてもまず落ち着くのは一番大切です！

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



久しぶりの日記^-^

2011.12.05

　とうとう期末テストが終わりました！ちょっとリラックスになりました。この前は本当に忙しかったで、日記もしばらく書いていなかったです。すみませんでしたね～

　知らないうちにもう十二月に入りました。だんだん寒くなってきて、冬の匂いがしています。皆さん、寒くないようにお体を大切にしてね～

　これから、クリスマス、年賀状、年末の買い物など、いろんなことがあって、また忙しくなりそうです。でも、楽しみにしています～　そして、もうすぐ来る、初めて日本で
のお正月、きっといい経験を取れると思っています！

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



最高の日

2011.12.10

　昨日は最高の日。

　ずっと待ち望んでいて、昨日やっと塩澤先生と諸田先生に会いました！前に日記を読んでいる時、先生がほかの留学生さんのところへ行ったことを読んで、うらやましいなあ
と思っていましたが、今回先生が松江に来られて、ホントにうれしかったです！！！

　だいたい三ヶ月ぶりの再会で、先生がまるで家族と同じような気がしていました。でもね、先生が英語の授業の様子を見てきた時はとっても胸がどきどきしていました。（笑
～）

　そして、先生といっぱい話ができて、いろんなアドバイスをもらって、気分もさっぱりしてきました。因みに、ロードレースの時百人目以内に走ったことで先生がほめてくれ
ました！うれしかったです！

　夜は先生に連れてもらって、校長先生、教頭先生、貴田先生、市役所の方、おかあさんと一緒に食事しました。たしかフランス料理で、おいしかったですが、みんなでの話し
合いと比べて本当にささいなことだと思いました。わたし、松江に来て、みんなが親切にしてくれて、もう三ヶ月でした。本当に幸せだと感じていて、みんな、どうもありがと
うございます！

　しかし、うれしい時間がいつも短いなあと思いますね。食事が終わってから、先生と別れる時、とても名残を惜しんでいて、ちょっと涙が出そうな気がしました。でも、中間
研修の時また会いますね。しかも、林先生も来週来られますね。そう考えるとまた、楽しみにしきました。日本での毎日、ぜひ楽しく過ごしたいと思います！

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



初雪

2011.12.18

　昨日の松江、初雪を迎えた。

　まだ氷点下以下の気温ではなかったので、積もっていなかった。でも、雪景色はすごくきれいだった。

　風の中でちらちらと舞っている雪、太陽が出ても降り続いていた。光を浴びて、きらきらしていた。そう、すぐに溶けてしまっても……

　夕方になると深々と降ったりした雪は地面にぶつかって、白い斑点になってびくびくしていた。まるで真珠のすだれのように、夜の帳を飾っていた。

　松江にとって、今年最初の雪の花は、外でずっと、降り止むことを知らずに、消えない美しさを作っていた。そして、眺めている時、幸せが溢れ出した。

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



暖かい冬

2011.12.22

　今年の冬は気温が低くても、心の中から、暖かさが溢れています。

　二日間の写真撮影が終わりました。林先生に松江に来られてもらって、中国語もいろいろしゃべれて、とてもうれしかったです。カメラマンの七咲さんは女優さんの顔をして
いて、かわいくて明るい人でした。まるで友達のようで、いっぱい写真を撮ってくれました。本当にありがとうございました。後の出来上がりを楽しみにしています！

　しかも、撮影を通じて、松江でふだんあまり気づかなかった風景もたくさん発見して、松江の美しさをもっとわかるようになりました。

　二日間が短かったですが、ほんとに心の中に忘れられない思い出を残したと思っています。

　今日は林先生から電話してもらいました。先生が生活上の問題についてアドバイスをしてくれました。撮影の日にたまたま先生に言いましたが、先生は覚えてくれて、それ
に、解決の方法を探して、すぐ教えてくれました。電話している時はとても感動していました。いくつのありがとうを言っても言葉でも表せない感動……

　また、先週の週末におかあさんにコナンのふるさとと花回廊に連れてもらって楽しく遊べました。きのうも友達からおいしい手作りのクッキーをもらいました……

　今年の冬は寒いですが、みんなの関心が身の回りにあるとよく感じられて、毎日、楽しくて、暖かだと思っています。

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



花回廊

2011.12.27

先週、おかあさんと鳥取県の花回廊へ行きました。

花回廊はクリスマスのイルミネーションで有名なので、午後出発～太陽がすごかったです。何か神秘感があるような気がしていました。

ちょっと早く着きました。まだイルミネーションがつけてなかったです。

鳥取はもう雪が積もっていました。たそがれの景色、ぼんやりしていて、きれいでした。

五時半になると、ライトアップしました！さっさと、見物始まりましょう～

馮 心鶴さんの日記



長い回廊に沿って歩くと、だんだん夢の世界に入りました。

イルミネーションの滝？

もっとすごいのもありますよ。

クリスマスツリー！花とイルミネーション、完璧な組み合わせ～



ほんとに幻想的な回廊でした、どっかの宮殿へ通じるかなを思われるほど～～～

サンタクロースの小屋？

Merry Christmas!!!

イルミネーションを飾ってる木。燃えてるみたいじゃないですか？



かわいい熊たち～

カラフルなイルミネーション～

ほんとにすばらしかったです！！！

それに、思いがけなく、おかあさんとおとうさんから、クリスマスプレゼントももらいました。まるで子供時代に戻ったみたいで、クリスマスプレゼントで興奮していました。
ありがとうございました！

イルミネーションはほんとうに有賀先生が言ったように、冬の風物詩ですね。夜、暗闇にきらきらしてる光は、天気がどんなに寒くても、人々に暖かを感じさせることができる
と思います。

これは日本語で投稿されたものです





雪だるまを作りましょう！

2011.12.27

最近の松江ずっと雪が降っていました。おかげで、久しぶりの雪だるまが作れました～

雪だるまを作るために、庭に積もってる雪も除きました。ほんとに一挙両得でした！

もともと、体がまん丸な雪だるまを作ろうと思いましたが、もっと高くしたらよく見えると思って、下の写真に写ってる雪だるまになりました。

 

でも、なかなかいいんじゃないですか？雪だるまと言うより、むしろ雪姫と言ったほうがいいかもしれません～

雪が降るところのみんなも雪だるまを作ってみたらどうですか？おもしろいんですよ～

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



正月の振り返り

2012.01.11

遅いですが、みなさん、あけましておめでとうございます！

昨日から学校が始まりました。お休みのときと比べて、ちょっとリラックスになりました～

始めて日本で新年を迎えることになって、ほんとにいろんなことを体験して、いい経験ができました。年賀状もたくさんもらって、ほんとにありがとうございました！

まずは、東京から帰ったお姉さんと大山へスノーボードを習いに行きました。（お正月行事とは言えないですけど～）吹雪の中、いっぱい転びました。でも、楽しんでいまし
た。

遠くから見る大山。雪の帽子をかぶっていました。

それから、急いでお正月の料理の準備が始まりました。そば作りを見学したり、お餅を一緒に作ったり、おせち料理を作ったりしました。

大晦日の日、みんないっしょに紅白合戦見ながら、おそばを食べました。もともと除夜の鐘を聞きに行く予定でしたけど、みんな寝すぎちゃって、出てからもう終わりまし
た。。。でも、夜中に初詣に行く人たくさん見ました。

一日の日に午前中おせち料理の準備で、午後になると親戚がたくさん来ました。わたしの役割は子供と遊ぶことでした！久しぶりのおもちゃ～すごく楽しかったです！ある八歳
の女の子に中国の編み物の作り方を教えました。友達になりましたよ！

二日はとても有名な出雲大社へ初詣に行きました。本当にすばらしいところでした。

馮 心鶴さんの日記



おみくじでいっぱいになった木～

みんなの願い～

今年もいい一年になりますように！

これは日本語で投稿されたものです





餃子作り

2012.01.28

みなさん、久しぶりです～

遅いですけど、新年快楽！

今年の１月２３日は中国の旧正月でした。そして、先週の金曜日に学校のホームルームの時間で、餃子作りをしました。

もともと、わたしは自分で餃子を作って学校に持って行こうと思いましたが、ホストファミリーのおかあさんは「むしろみんなで一緒に作ったほうが楽しいだろう」とアドバイ
スしてくれました。それで、先生と相談して、学校の調理室を貸してもらうことになりました。

木曜日の夜は餃子の材料を買って、小麦粉をこねたり、具を作ったりしていました。でも、わたしは３０人以上の分の餃子を作るのは初めてで、思ったよりも大変でした。うれ
しいことに、ホストファミリーに手伝ってもらいました。

金曜日のホームルームはほんとに盛り上がっていました。みんなやる気満々に見えました。そして、先生たちも餃子作りに加わりました！

わたしはみんなに中国の水餃子の作り方を教えました。もう、面と具ができていて、後は包むだけですから、あまり難しくはないと思いましたが、けっこうみんなに呼ばれて
て、調理室のあっちこっち駆け巡ったりしました。とっても忙しかったです。でも、最後、みな出来上がりました。見事に作った人もたくさんいました。アメリカ人の先生は、
太陽と魚の形をしている餃子を作って面白かったです。

いろいろ大変なこともありましたけれど、みんなから「おいしい」って行ってもらった時はほんとに言い表せないほどの喜びを感じました。

またチャンスがあったら、中国のほかの料理もみんなと一緒にしたいと思います。

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



振袖

2012.01.29

昨日host familyおかあさんの友達の植田さんに振袖を着せてもらいました。おねえさんが成人式の時に着た振袖で、華やかでした。

振袖を着るのは大変でした。何枚も重ねて着るのはともかく、帯の結び方だけでいろいろあって、それが一番難しいって植田さんが言いました。でも、さすが植田さんはこの方
の先生でとても上手に着せてくれました。すっごくうれしかったです。行動はちょっと……よく注意しなければなりませんでしたが、いい感じがしていました。

さて、写真です～

髪も工夫していました～上の部分は自分で作りましたよ～下はおかあさんに貸してもらった飾りです。

そして、おとうさんに「お嫁さんみたい」って言われました。

馮 心鶴さんの日記



振袖の着方は技術というよりもむしろ芸術と言ったほうが適切だと思っています。ほんとにおかあさんと植田さんに感謝しています！

これは日本語で投稿されたものです



バレンタインデー！！！

2012.02.14

今日は２月１４日！バレンタインデー！

今朝学校に行って、教室内はとってもにぎやかでした。ほとんどみんなバレンタインのプレゼントを持ってきて、お互いに送ったりしたからです。

私も友達からいくつかのプレゼントをもらいました～

チョコをはじめ、キャラメル、クッキー、ソフトキャンデーなど、いろいろあります。しかも、手作りのチョコとクッキーもあります。ホントにすごーいと思って、感心してい
ます～クラスメートはお菓子作りが上手ですね。

でも、バレンタインデーには、恋人だけじゃなく、親しい友達や大切な人やお世話になった人にもチョコなどを送るのをはじめて分かりました。今回はちょっと準備不足でした
なあ。また、来月のホワイトの時にみんなに御返しします！

因みに、前の陶芸体験の授業で作った陶器は最近届きました。下手ですが、デザインはちょうどバレンタインデーに合うかもしれませんよ。

馮 心鶴さんの日記



これは日本語で投稿されたものです



2月の雪

2012.02.28

春の前に雪が降った
時は２月
羽毛のような、ふわふわと
雪が降った

 

列車で、一路北へ
畑の苗にも雪がつもり
山の古木も雪をいただく
列車の窓ガラスに映るのは誰の顔
窓の外の雪景色はながれていく
この一ねん、雪国で

 
道を行きかう車の流れ、人の往来
雪はかえって真っ白で、なににもそまっていない。
 

一緒に傘で雪道に
風を受けて雪の寒さにさらされ
雪まみれになって
雪を手にとって

 

あるテレビドラマの最終回を思い出した

馮 心鶴さんの日記



大雪が降っているシーンで
彼は黒い服、彼女は白髪
彼は剣舞を、彼女は雪を嘆き
彼は言った。彼女と一緒に雪を見ると
——ひとつの約束、願うほど実現しがたい
二人は、相手が自分のことを忘れていると思っている
彼が剣をおさめ遠くを眺め
彼女は雪に涙を
お互いに忘れていないのに
これを想い出にと
その瞬間、空間を超え、お互いの約束を守った。
 

忘れない……
 

もしこの一年が、あの一年に変わったら
まだ覚えているのか
二月にふる雪、雪国の度
 

列車は行く、ひともとおく
こおりになり、ぎょくになり

 

夜、雪は静かに
夜空は雪に紫にはえ
このなゆきのもと、日本語で“深深と”
深深と降る雪
静かな二月

 

静かに遠くに思いをはせ
短い二月、雪は多く、時をのばし
ただ
二月は雪が降り明日は晴れる
春が来るね





三月の息吹

2012.02.29

昨日やっと期末テストが終わりました。でもぜんぜんリラックスにはならなかったです。そろそろダンスの発表会で、また頑張らなきゃ。しかも今回の発表会は県民会館で行わ
れるそうで、お父さんも見に来るって言ってました。楽しみにしていますが、ちょっと緊張～

明日から三月に入ります。松江の雪も一段落しました。これからだんだん暖かくなりますわ～春になった松江の景色、とっても見たいんだけど、なんとなくあの吹雪の松江、駅
までの雪道が懐かしくなってしまいました。

今日帰ってから、おとうさんとおかあさんと一緒に雛人形を出しました。お姉さんが子供の時飾られていた人形だそうです。今度はお姉さんが大人になってから、何十年ぶりに
飾ることになりました。お母さんは私に見せるためにわざわざ出したんです。ホントに感動しています。

気をつけながら、パッケージの紙を開けて、きれいに作られた人形の顔が現れました。うちの人形は全部おばあさんが作ったんです。何十年も経っても、生き生きとしていて、
新しく見えます。ちゃんと階段に並べてから、本当に言葉で表せない美しさが出てきました。おばあさん、すごいですね。ありがとうございます！！！

お父さんは｢きっと(人形さんを）喜ばせるよ」って言っていました。そうですね、箱の中で寝ていた人形さんたちにとって。でも、お互いに喜ばせているんじゃないかと思って
います。文化や記憶を含んでいる雛人形たちは、見ている人にもいろんな感動をもたらしてくれるんでしょう。

霞立つ三月、ひな祭り、一緒に迎えましょう～

これは日本語で投稿されたものです

馮 心鶴さんの日記



遅れた写真

2012.03.18

この前、ひな祭りの時雛人形の写真～

私たちの学校は女子高のせいか、二月の下旬からとっくに雛人形が飾ってあります。玄関のところで、きれいな景色になっています。
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さあ、それからはうちに飾ってある雛人形ーーおばあさんの傑作！

生き生きしてて、かわいいでしょ～

 

 



ひな祭り、雛人形、三月の日本～

春めいてきました。

これは日本語で投稿されたものです



アイリッシュ・イベント

2012.03.27

３月１１日はアイルランドの国民的祝日だそうです。有名な文学者の小泉八雲の関係で、松江にもイベントが行われました。

友達と私はイベントのボランティアを応募して、役割は、友達は受付、私は着ぐるみ～

登場～

出雲弥生の森博物館のキャラクター、よすみちゃんです。太ってるでしょ？それは。。。

スポンジのクッションを利用して、ふくよかな体つきを作りました。

着ぐるみの仲間たち：

馮 心鶴さんの日記





みんなで、パレードをしました。もちろん、子供たちに大人気！

とっても重たい着ぐるみでしたが、子供たちの笑顔を見れば、何よりです。

そして、イベントで、あるすごいものも見ました～

ルフィの風船

もうひとつの手はこっち

ほかの写真、いろいろ～



ホントに面白いイベントでした。ボランティアとしてのわたしたちも十分楽しんでいました。

これは日本語で投稿されたものです



春の旅——大阪USJ

2012.04.07

３月３０日、松江から出発！目的地、大阪！

今年の春休みには、家族みんなで大阪と京都に旅行することになりました。おとうさんに運転してもらって、車で行きました。松江から大阪まで約４時間かかりました。おとう
さんコーヒーを飲んだりしながら、安全運転で大阪に着きました。本当におとうさんに感謝しています！！！そして、感心しています！

その日、天気予報によると雨だそうでしたが、ぜんぜん雨なんか降らなかったです。天気にも感謝すべきですね。おかげで、おねえさんとUSJに行けました。

 

大阪に尋ねるのは二回目で、やっぱり活力が溢れてる町だなあと感じてました。

USJは人でいっぱいで、とってもにぎやかでした。おねえさんもわたしも初めてUSJ に行くんでした。ゲートに入るとすぐウッディーの着ぐるみと写真を撮りました。そして、
みんな頭につけてあるリボンに目を引かれて、リボンのお店でまた写真をたくさん～

それから、食事して、やっと本題に入りました。そう、一日しかないので、遊びの計画を立てなきゃ！

まあ、一日は短いですが、やっぱり頑張って、遊びたいところを一網打尽にしました！勇敢なおねえさんの誘いのおかげで、初めてジェットコースターに乗りました。ちょっと
怖かったが、空を飛ぶような感覚はとってもよかったです。

I got it!!!

写真、いろいろ：

馮 心鶴さんの日記



 

 

このライド、かわいすぎる！

I have a very happy home.And I have a very nice 　HOST　FAMILY.



さて、自分の写真も～

大きくすると……

ハハハ、顔、ちょっと変わってるでしょ。USJで顔に絵をかいてもらったんです。 どうですか？

Kittyちゃんと～

夜はパレードがありました。パレードを見るために、おやつは必要～



スヌーピーのカスタード、かわいいでしょ～

でも、食べかけの姿はちょっとかわいそう。。。

パレード——夜のパレードはホントに幻想的。童話の世界に入ったみたいでした。

 

 



 

 

 



 

 

晩ご飯はカップラーメン。でも、ふつうのカップらーメンじゃなくて、スヌードルです。

かわいくておいしかったです！

 

USJの話はここまで～

春の旅、つづく

……

これは日本語で投稿されたものです





春の旅——二日目の大阪、海遊館

2012.04.15

大阪での二日目に、おねえさんと海遊館へ行きました。

今年海遊館の新しいテーマは｢わくわくアクア｣だそうです。ホントに海遊館の活力とぴったり合ってると思います。館内には｢太平洋｣水槽を中心にして、１４つの展示水槽があ
りました。トンネル型水槽は八階建てで、最上階の｢日本の森｣から始まって、だんだん地上から海底へ続きます。環太平洋の自然環境を再現しました。最上階、カニ、ちっぽけ
だけど、頑張って登ってます～

皇帝ペンギン

小さな青い魚、名前は忘れちゃいました。

こいつ。。。

馮 心鶴さんの日記



一番印象的なのはふぁふぁクラゲ館でした。

キタユウレイクラゲ：

幽霊に似てるから、そういう名前をつけたって言われてるそうです。

でも、わたしはむしろこの下のパープルスロライプトジェリーというクラゲのほうが幽霊に似てるとおもいます。

ほかのクラゲ：

 



 

 

 

海遊館では、前全然見たこともないものをたくさん見ました。自然と命のすばらしさ、不思議さを強く感じました。テーマのとおりに、海遊館は水と命の素敵なエンターテイン
メントを見せてくれました。

海遊館から出て、また近くにある天保山大観覧車に乗りました。世界最大級の高さを誇る観覧車だそうです。高いとこで窓から雨上がりの大阪を見ると、とっても気持ちよかっ
たです。



そして、美術館の展覧会を見てきたおかあさんとおとうさんから、プレゼントももらいました。草間弥生のデザインのあるノートでした。水玉をたくさん使って、ユニークな絵
です。わたしとおねえさんは展覧会に行かなかったですが、外から様子を見て、まるで飴の世界みたいでした。

それから、大阪、さようなら～次は、京都！

大阪、ホンマにええ町やなあ！！！

これは日本語で投稿されたものです



遠足

2012.04.22

今週の火曜日に、二年生全員遠足で鳥取に行きました。

待ちに待った遠足のために、まえもってたくさんのおやつを買いました。バスの中でみんなおやつを交換したり、食べたり、話したりして、とっても面白かったです。

バスで二時間ぐらいかかって、鳥取の砂の美術館に着きました。ラッキーなことに美術館ではいま第五期の展示ーーイギリスを行っています。砂像でイギリスの歴史と文化を表
現しています。

 

 

ここの砂像は、世界から超一流の砂像彫刻家を招き、砂と水だけで作られたそうです。一つ一つの像は細部まで手が込んでいて、とても感心しました。イギリスの大ファンであ
る友達もことに興奮しました。

展示エリアに入ると、まず目に映ったのはハリーポッターの砂像です。
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でも。。。ちょっと太ってるハリーで、はじめは見分けできなかったです。

テムズ川の上のタワーブリッジとダブルデッカー：

と、超有名な大英博物館：

バッキンガム宮殿

エリザベス１世、輝かしい時代～



沙翁ーーシェークスピア：

進化論を首唱したダーウィンと近代科学の建設者、ニュートン：

ダーウィンの隣の猿、かわいいなあ～

町の人たち、平凡な生活の中でも幸せ満々：

それと比べて、整然と行進している兵隊たち：



次はちょっと見にくいかもしれませんが、遠いビッグベンです：

砂像を見て、本当のイギリスに行って見たくなりました。きっとアジアと違った趣が感じられるでしょう。

それから、鳥取砂丘へ行きました。海のそばの砂、とってもやわらかかったです。素足で歩くホントに気持ちよかったです。

クラスメートたちに感心しました。９０度に近い坂、そのまま上ってきました。

これが、オアシス？



鳥取砂丘は荒涼たる砂漠とも、観光客いっぱい行ってる砂浜とも違うと思います。その真ん中の感じだといえるのかなあ。なにか普通見えない風景と感じられない雰囲気だった
と思います。

帰り道にバスの中でクラスメートが持ってきてくれたアニメのDVDを放映しました。でも、先生たちはほとんど見ずに、ちょっと寝てました。一日の遠足で、先生たちも疲れ
たでしょう。みんなのために、いい思い出になる遠足を行って、ありがとうございましたね～

これは日本語で投稿されたものです



泳ごう、鯉のぼり！

2012.04.30

明日から五月に入ります！そろそろこどもの日。だから、最近、「鯉」もだんだん「のぼってきました」。

おととい、おかあさんにある町の人が使わなくなった鯉のぼりを集めて、一緒に飾るところに連れていってもらいました。

わたしは、スーパーで鯉のぼりを見たことがありましたが、そこの鯉のぼりとはぜんぜん違いました。あんなに大きな鯉のぼりがたくさん飾られてて、とってもすばらしかった
です。

 

風吹くと、鯉がまるで青空を気持ちよく泳いでいるようでした。

 

馮 心鶴さんの日記



 

両親と一緒に来て鯉のぼりを見たり、遊んだり、ピックニックしたりする子供たちもたくさんいました。この春の暖かい日差しの下で、元気に成長している様子を見せました。

一年の計は春にあり！

これは日本語で投稿されたものです



春の旅——京都篇

2012.04.30

春の旅の続き～

３月３１日、大阪を離れて、京都へ行きました。

最初は二条城の夜景を見に行きました。ライトアップしていましたが、やっぱりちょっと暗くて、以下の写真以外、ほとんどぼんやりしている写真になっちゃいました。

竹の中のライト～かぐや姫の物語を思い出しました。

ゆらゆらと揺れてる波が壁に映っています。とっても幻想的～

そろそろ四月に入る京都には桜がまだ完全に咲いていませんでした。でも、たっだ一本の咲いている桜でも、暗みの中で、バット目に引くほど美しかったです。

馮 心鶴さんの日記



次の日は、おかあさんのすばらしい計画にしたがって、タクシーで移動することにして、運転手さんに案内してもらって、一日中意外とたくさんの観光地に行くことができまし
た。

まず、嵐山！

渡月橋、趣のある名前ですね～

周恩来総理の詩碑——「雨中嵐山」。それが嵐山で一番見たいのです！

次は、金閣寺。純金の箔が張ってある金閣寺はきらびやかで、とてもきれいでした。一番上に輝いてる鳳凰が大好きです！

 



 

金閣寺の後、近くの竜安寺に行きました。

竜安寺って言えば、もちろん有名な石庭を見ないと～　石庭には１５個の石を配したものです。運転手さんの話によると、石庭でどの角度から見ても（上から見るのを除く）、
すべての石を一緒に見ることができないそうです。必ず一個か二個の石がほかの石にさえぎられて、見えないというわけです。人間がすべてを見通せないのを意味しているかも
しれませんが、作庭した人はその意味に関して、何の話も残っていないそうで、やっぱり見る人が自由に理解しますね。

そして、この銭形のつくばい。つくばいに刻んである四文字は中心の口と共用したら、“吾唯足知”となります。

茶室蔵六案



桜も咲いてました～

ここで食事～京都有名な豆腐を食べました。

 

金閣寺に行きましたから、おのずと銀閣寺にも行きたいです。しかし、銀閣寺は銀の箔が張ってあるわけじゃなかったです。金閣寺と比べて、地味に思いますが、金閣寺と違う
趣もあると思います。



 

 

最後に行ったのは清水寺でした。

ここで初めて、「清水寺の舞台から飛び降りる」っていう話を聞きました。非常な決意をして物事をする時の気持ちを形容するそうです。

 

 

さて、京都の旅はこれでおしまいになります。帰る時、ちょっと振り向いて、ライトアップしている京都タワーに「さよなら」と。まだまだ名残多かったですね。いつか、また
会いましょう。



そして、おとうさんの運転で深夜に松江に着きました。おとうさん、おかあさん、おねえさん、本当にありがとうございました！すばらしい三日間の旅を一緒に経験して、とっ
てもとっても美しくて、忘れがたい思い出になりました。

おおきに！

これは日本語で投稿されたものです



図書室の常客

2012.05.16

皆さん、お久しぶりです！

最近ちょっと日記をサボりすぎてしまいましたなあ。。。でも、ぶらぶらしていませんよ。いろんな本を読んだのです。

例えば、今江戸川乱歩の小説を読んでいます。この間、「心理試験」と「人間椅子」と「鏡地獄」を読み終わりましたが、ホントに本の紹介のとこに書いてあった通り、怪奇趣
味の極限です。探偵小説っていうのは、普通、探偵の推理に従って、だんだん犯人の犯罪手段を明らかにするのを書きますが、「心理試験」においては、まったく逆です。最初
から、犯人のほぼ完璧な犯罪を述べました。そして、その誰でも解決不可能だと思っている事件を、明智五小郎がどうやって、ある心理試験の結果によって、真犯人に犯行を認
めさせたのを述べました。犯人の心理の描写はとってもすばらしかったです。「人間椅子」と「鏡地獄」については、もう探偵小説じゃなく、むしろ恐怖小説と言うべきです。
不思議で、怖かったです。

そして、童話。小川未明の「赤いろうそくと人魚」と安房直子の「狐の窓」がとても好きです。特に「狐の窓」の中、子狐は両手の親指と人差し指を青く染めて、その四本の指
で窓を作って、過去のことを見ることができるという話が一番印象的でした。それを読んで、時々、自分も指を青く染めたくなります。

友達のKanakoも、本を読むのが大好きで、最近よく昼休みの時、一緒に学校の図書室へ本を借りに行きます。イギリスの大ファンとしての友達は英語の本を借ります、わたし
は日本語の本。そして、お弁当の時の話も本の内容ばっかりです。図書室の先生から聞いて、最近うちらのクラスの本の貸出量が急増したそうです。（笑）

外国語の本を読むのを通して、言葉の勉強ができて、一方にその内容も楽しむことができます。ホントに一挙両得！

これは日本語で投稿されたものです
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松江！松江！

2012.07.17

松江、わたしがほぼ一年間住んでいたところ。とてもとてもきれいなところ。

＜春の桜＞

 

 

白い桜

馮 心鶴さんの日記



夜桜

松江の桜は、青空か、夜空とあいまって、非常にきれいに見えると思います。風が吹くと、花びらがはらはらと散って、舞って、そして身に落ちてくるのが一番美しかったで
す。

＜夕日＞

松江で、有名な宍道湖の夕日が見えます。この間、お父さんとおかあさんに連れていってもらって、遊覧船に乗って、見に行きました。

遊覧船は「白鳥号」って言います。島根のキャラクター「しまねっこ」がかいてありました。

本当は、夕日が一番きれいな時は、秋だと言われていますが、夏の夕日も、意外と魅力的だったと思います。

 



 

 

 

 



そして、船から、松江の風景を見ると、

 

 

つい、自分の古里に対するように、誇りに思ってきました。

秋の夕日、一枚：

＜夏の風物詩——蛍＞

六月のある夜、お父さんとお母さんと、蛍を見に行きました。きれいな水のあたりにすんでいる蛍ちゃんに初めて、会いました。



あまりはっきりと写真が取れなかったんです。やっぱり、目で見るのが一番幻想的で、美しかったです。暗闇に光がちらほらと。希望みたいです。そう、その小さくて、不思議
な蛍はかわいいだけじゃなかったです。

＜田んぼ＞

田舎の風景は、美しいです。

春になって、通学の道を通っている時には稲の植えてある田んぼが見えます。その鮮やかな緑はとても好きです。

 

 

＜小泉八雲の旧居＞

春のとき、小泉八雲の旧居に訪ねました。



 

 

 

小泉八雲は、もともとイギリス人で、松江で何年間か住んでいたことがあります。わたしは、彼によって書かれた「雪女」の物語が大好きです。ちょっと悲しかったですけど、
愛が、感じられます。

松江には、古めかしい建物などが沢山あります。ゆっくりと、かみ締めることが必要な風景も沢山あります。わたしは、松江のあちこちを、心に、きざみたいです。

 

目で見ると、松江は、きれいで、きれいで……

心で感じると、松江は、恋しくて、恋しくて……



そうなるでしょう。

 

これは日本語で投稿されたものです



さようなら

2012.07.20

明日、日本を発ちます。

日本とお別れ、です……

今日の送別会では、みんな泣いては笑って、笑ってはまた泣いて。この1年は本当に、楽しいことばっかりで、どれもこれも名残惜しい。

日本の友達との最後のお食事会では、みんなでたこ焼きを作ったんだ。作りながら色々おしゃべりしてたんだけど、不意にみんな黙り込んでしまったの。まるで誘い合わせたみ
たいにピッタリと。

ふと、誰かが言った。"あと3日で帰っちゃうのかぁ"

その言葉に、みんななんて言ったらいいか分からなかったんだと思う。しばらくの間ただ静かに、お箸でたこ焼きをひっくり返していることしかできなかった。

“やっぱり今日のたこ焼きが一番おいしいね!食べ終わったらどっか遊びに行こうか？”そしてまた誰かがその沈黙を破った……

悲しむくらいなら、大切にしたほうがいい。

わたしはずっと、自分はもっと強い人間だと思ってた。

松江を発つ前日に学校に行った。なにもかもがいつも通りで、ただ、今この時間を止めてしまいたいという気持ちがあった。

学校が終わる前に、先生たちからのプレゼントと、クラスメイトのみんなが作ってくれたアルバム、それから松江のご当地ストラップをもらったの。すごくすごく感動したけ
ど、わたしは泣かなかった。クラスメイトたちも泣いてなかった。多分みんな同じような錯覚に陥っていたからなのだと思う。まるで明日も変わらず登校してくるような、明日
もまたいつも通り会えるような。

家に帰る電車の中でも、今までと同じように、友達と楽しくおしゃべりして笑って。

ただ電車から降りるときに、少し胸が詰まったような感じがした。

友達がまだ乗っている電車を、わたしはしばらくの間走って追いかけた。まるで映画のワンシーンのように。いや、もしかしたらあんなにロマンティックじゃないかもしれない
けど。

わたしたちは泣いていた。

実際、泣いてしまうのは気持ちがよかった。

空港でも同じだ。

松江を発つあの日、ホストファミリーのお父さんとお母さんは保安検査場の前まで見送りに来てくれた。お父さんの目が赤くなってた。ずっとにこにこしてたお母さんも泣いて
た。抱擁して、握手して、さようならって言い合って。わたしは涙を引き連れて飛行機に乗り込んだ。

今日は、心連心の送別会だった。ここでも思い切り泣いてしまった。今日サプライズで、みんなで一緒に歌った“いきものがかり”の《Yell》の中にあったこの歌詞のように。“サ
ヨナラを誰かに告げるたびに、僕らはまた変われる強くなれるかな”……成長するには、きっと涙を流さなければならないときもあるんだよね。

徐志摩先生の《沙扬娜拉》という詩の中にあるこの言葉を借りよう。

“さようなら，さようなら，

そう言った言葉の中に蜜のような甘い哀傷が溢れてる——”

さようなら……

 

馮 心鶴さんの日記
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